




Author(s)川上, 則雄; 興地, 斐男










































不純物 レベル edに存在する電子は波数 kエネルギーekをもった伝導電子とVkを通 して混 じ
























































打V2km-I dx+(打/2 ノ㌃)exp[芸(a-1/a)] (4)









ということを意味 してお り,このことはS-dモデルで詳 しく議論 されてきたことである6.)
§4 帯磁率及び比熱の温度変化8)
有限温度 における性質 を調べるためには ,
(2)の解で表わされるあらゆる励起状態 を 考 慮
しなければならない｡この様な解 を も と に し て
得 られる自由エネルギーは非線 型 積 分方程式で
記述され,解析的取 り扱い は 一 般 に 困 難 と な る
(低温での電子比熱 は 閉 じ た 形 に 求 ま っ て い る )0
この積分方程式 を 数 値 的 に 解 い て 得 ら れ た 帯 磁
率 と比熱の 温 度 変 化 を 図 1 に 示 し た ｡ 先 ず 帯 磁
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図 1. 帯磁率 (a)及び比熱 (b)の温度変





























九大 ･理 太 田 隆 夫
熱力学的に平衡な系を相転移温度以下に急冷すると系は熱力学的に不安定あるいは準安定
とな り,揺ぎの増大を経て最終のより安定な平衡状態に落ちつ く｡ このような現象はスピノ
ダル分解あるいはNucleationとして古 くから知られている｡動的Isingモデルに基づいたス
ピノダル分解 (以下,保存系とよぶ)の最近の計算機実験は秩序化の過程にスケー リング則






保存 しない秩序無秩序転移 (以下,非保存系 とよぶ)の計算機実験 5),6)でも観測 されている｡
k(i)は k(i)-t~aとあらわされ,指数 aは急冷 してからの時間 tが十分大きい領域で
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